
令和３年度 三島市立長伏小学校グランドデザイン 

実現に向けた取組 D                     

 

 

 

 

 

めざす子どもの姿と重点 P      

【国の方針】 令和の日本型教育 

・全ての子供たちの可能性を引き出す 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現         

【静岡県の方針】 

・自立した人  ・関わりを大切にする人          

【三島市の方針】 3YM                  

「命の尊重」「不登校ゼロ、いじめ解消率 100％」

「GIGAスクール構想の推進」「安全教育の推進」 

 

 

学校教育目標 

「底力を発揮し、豊かな未来を切り拓く子」 
 

 

〈保護者の願い〉〈地域の願い〉 

○健康で安全な学校生活 

○楽しいと感じられる学級作り 

○基礎学力の確実な習得 

○家庭学習の習慣化 

○思いやりの心をもつ子 

○進んであいさつする子 

○地元の行事に進んで参加し、親しむ子 

 

〈児童の実態〉〈教職員の願い〉「強み」を生かす 

・明るく素直 ・学校生活を楽しいと感じている 

・体験や学校行事を有意義なものと捉えている 

・電子黒板等を積極的に活用し、意欲が高い 

○自分に自信をもって行動する力を伸ばしたい 

○基礎学力の定着、思考力の育成を図りたい  

○相手の立場に立ち、考えた発言力を高めたい 

○進んであいさつのできる子にしたい 

 

 

校訓  

「底力のある子」 

・・・「底力」・・・ 

急激に変化する社会

の中で、柔軟に対応

し、しなやかに生き抜

くことのできる力 学校経営目標 ○豊かな感性 ○確かな知性 ○健やかな心身 ○地域との連携 

心づくり指導部 
特別活動･･･コミュニケーション力・自主性・協調性 

○あいさつ運動の推進  ○長伏祭 ○６年生を送る会 

〇児童会を中心としたいじめのない学校作り 

○人間関係プログラム・エンカウンター・ペア活動の実施 

○キャリア教育(自分の生き方教育)の実施 

生徒指導・特別支援教育相談 

◎いじめは許さない学級づくり ◎不登校への迅速な対応 

○「あなたのこと教えて」アンケートの毎月実施 

○教育相談週間の年 2回実施   

○巡回相談・SC・SSWなど専門的相談の積極的活用   

○長伏小よい子の約束の見直しと意識化       Ａ 

安全教育・その他 

〇命を考える日（１０月１５日） 

〇授業で考える 〇実践的な訓練の経験 

〇地域訓練への積極的な参加  

○情報モラル教育の徹底（SNS教室の実施） 

○交通安全指導の徹底 

        

 

学びづくり指導部 
学習・研修 

〇自分の考えをもち発信できる子の育成 

〇「何ができるようになるか」で示した 3つの力の育成 

○朝学の充実（eライブラリーの活用・タイピング練習） 

〇タブレットの効果的な活用 〇道徳の授業の工夫    

〇外国語・プログラミング教育推進 〇家庭学習の推進   

運動･･･体力向上・体幹の保持をめざす 

○持久走・縄跳び運動への取組 

(個の目標を設定し到達度をみる) 

○体育的行事・体力アップコンテストへの参加  

保健・給食 ･･･学習に向かう土台づくり 

○食育指導の充実（全学年での実施）  ○咀嚼指導 

○にこにこ健康カードの実施 

○姿勢・座り方の改善 ○歯磨き指導   

○疾患の治癒率の向上 

◎徹底した感染症対策の継続 

給食室：衛生管理の徹底 

     確実なアレルギー対応 

生徒指導・特別支援教育の充実 

◎幼保･小中（中西中校区）連携          支える力・つなぐ力  ◎長伏っ子サポーター（地域学校協働本部） 

(情報交換、防災、出前授業等）                    ･･･整備作業、公民館学習、わんわんパトロール  

                  〇スクールガード・・・見守り、交通指導   〇なないろ MOMMY♪・・・読み聞かせ 

○学校関係者評価会議（学校評議員等） ○学校・地域連絡会（町内会長等）  ○民生児童委員連絡会（民生児童委員） 

Ｃ  ○年度途中での学校評価 PDCAサイクル  ○ＰＴＡ・おやじの会との連携（防災キャンプ・イザ・カエルキャラバン！）     

○情報発信(学校だより･ブログ)の充実  ○施設･設備の充実(自然豊かで整備され安全で清潔な環境 ビオトープや花壇） 

教務部：教育活動の円滑実施を支え学校・家庭・地域をつなぐ   事務部：関係各機関と連携・協力し、子供の学びと育ちを支援                       

 

勤務環境改善 ・SSS、学び方サポーターなどの効果的な活用 ・オンラインによる連絡システムの構築 

連絡 

 

安全・安心な学校 

命を大切にする教育 

②学びを楽しみ深める子 
○ICT を進んで活用する 

③自分の体を大切にする子 

○体を知り健康作りをする 
 

  

 

 

①思いやりの心をもつ子 

  ○自分も相手も大切にする 
  


